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1　科学館の利用者数の推移

科学館の現状
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2　2017年度（平成 29年度）の科学館の主な取組

⑴　科学に関する教室・講座
ア　科学教室

⒜　日曜実験室

　小・中学生を対象に、身近な題材や現象を取入れた実験教室を日曜・祝日に実施

　【実績】64 回 689 名（前年度　66 回 753 名）

⒝　サイエンジャー科学教室

　主に土曜日と夏・冬休み期間中に小・中学生を対象に、テーマや実演方法を工夫した工作・

実験教室などを実施

　【実績】19 回 310 名（前年度　17 回 307 名）

⒞　親子科学教室

　親子で参加する実験・工作教室を実施

　【実績】8 回 94 組 217 名（前年度　4 回 45 組 87 名）

⒟　科学館の工作室

　工作を通して科学原理の理解を深める機会を提供するため、主に小・中学生を対象に、簡単

な工作教室を実施

　【実績】171 回 1,467 名（前年度　168 回 1,481 名）

⒠　宇宙セミナー

　第一線で活躍する専門家を招き、最新の天文情報に基づく講座を実施

　【実績】1/21( 日 )「重力波で探る宇宙の歴史」講師：羽部朝男氏　64 名

⒡　先端科学技術講座

　最先端の科学技術への興味・関心を高めるため、常設展示では補えない最新の科学研究につ

いて紹介する講演会を実施

　【実績】7/26( 水 )「山崎直子宇宙飛行士特別講演会～宇宙がより身近に！

　　　　　　　　　　宇宙開発は新時代へ～」175 名

　　　　  2/18( 水）「捨てられている熱を電気に変えよう！」48 名

⒢　中高生による科学教室

　中高生の科学部等の活動を支援するため、研究成果発表の機会と互いに交流する場を提供し、

一般参加者も参加・体験できる科学教室を実施

　【実績】10/29( 日 ) 参加校 5 校 59 名（前年度　6 校 47 名）

⒣　大学生による科学教室

　大学生の研究実践の場を提供するとともに、子どもたちの科学への興味関心を高めるため、

大学生が小中高生を指導する科学教室を実施

　【実績】2 回 37 名（前年度　3 回 48 名）



22

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

巻
末
資
料

イ　出前イベント
⒜　移動科学館

　普段の授業では困難な実験を学校へ出向き実施

　【実績】6 校 317 名（前年度　9 校 538 名）

⒝　出前サイエンス

　幼稚園へ出向き、就学前の子どもたちが楽しみながら科学に慣れ親しむことができるよう、

遊びの要素を多く取り入れた実験・実演・工作教室などを実施

　【実績】4 園 578 名（前年度　6 園 703 名）

⒞　移動天文台

　学校や町内会などからの要請により、移動天文車と職員及び天文指導員を派遣し、望遠鏡等

での天体観測や星空解説などを行う観望会を実施

　【実績】33 回 2,787 名（前年度　46 回 3,438 名）

⒟　移動プラネタリウム

　地理的・時間的に来館困難な小学校などへ出向き、移動式のプラネタリウムを利用した学習

投影を実施

　【実績】幼稚園 5 園 409 名（前年度　8 園 490 名）

　　　　  小学校 9 校 336 名（前年度　11 校 775 名）

　　　　  中学校 5 校 772 名（前年度　2 校 320 名）

ウ　その他科学普及に関する事業
⒜　実験実習セット貸出及び制作

　学校での効果的な授業作りに役立つ実験・実習セットを貸出

　【実績】貸出し 22 団体 85 セット（前年度　貸出し 18 団体 45 セット）

⒝　ちびっこワークショップ

　主に未就学児の親子を対象に、遊びの要素を取り入れたワークショップを実施

　【実績】5 回 837 名（前年度　7 回 1,221 名）

エ　共催事業・協力事業
⒜　夏休み天体観望会（共催：( 公財 ) さっぽろ青少年女性活動協会）

　光害の少ない定山渓自然の村において、星雲や流星など明度が低い天体を見る観望会を実施

した。

　【実績】8/12( 土 )75 名（前年度　192 名）

⒝　さっぽろ星まつり（共催：さとみらいプロジェクトグループ）

　サッポロさとらんどを会場に、天体観望会・太陽観望会・Mitaka（宇宙シアター）・星に関

するゲーム・望遠鏡工作・望遠鏡相談・天体写真展を実施した。

　【実績】9/30( 土 ) ～ 10/1( 日 )3,500 名（前年度　2 日間 4,100 名）
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⒞　他団体との連携による科学教室等

　【実績】30 回 26,155 名
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⑵　ボランティアなどの育成・活用事業
ア　天文指導ボランティア基礎講座

　天文指導に興味・関心を持つ学生や一般市民を対象に、天体観望の初歩的な手法や星空案内方
法など、身近な人への天文普及を行える程度の能力を身につける機会を提供
　【実績】1 回（全 10 日）24 名

イ　天文指導員の養成
　「天文指導ボランティア基礎講座」の修了者から希望者を募り、定期研修や天文事業への参加
機会を提供して天文普及の一翼を担う人材を養成
　【実績】登録者数 36 名（新規 10 名、継続 27 名）

⑶　展示関連事業
ア　科学館展示

⒜　展示実演等
①サイエンスショー

　来館者とのコミュニケーションを図りながら科学への興味・関心を深めてもらえるよう、
不思議な現象の紹介や楽しい実験などの実演ショーを実施
　【実績】745 回 19,555 名（前年度　767 回 19,299 名）

②ロボットショー　
　サッカーロボットやコミュニケーションロボットが動いている様子を実演する中で、最新
のロボット技術について紹介【実績】2 回 / 日

③テレビスタジオ
　クロマキーなどテレビ番組で使われている特殊効果を紹介するとともに実際に撮影体験し
てもらう参加型の実演【実績】3 回 / 日

④低温展示室公開

　-15℃の低温展示室を体験しながら、南極の氷などの展示を紹介

　【実績】3 回 / 日
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⑤人工降雪装置

　人工的に雪を降らせる装置として世界で初めて設計・製作された展示物であり、雪の結晶

をガラス越しに観察できる。

　【実績】4 回 / 日

⑥ちょびっとサイエンス

　展示室の入口で、簡単な科学体験や実演を行った。

　【実績】34 回 3,883 名（前年度　114 回 8,426 名）

⒝　実験・実習への協力 

　市内の小学校を対象に、「サイエンスホール」で、4 年生向けに「空気」に関する実験を、６

年生向けに「水溶液」に関する実験を実施

　【実績】15 校園 15 回 995 名（前年度　21 校 1,662 名）

イ　特別展等
⒜　特別展

　【実績】7/22( 土 ) ～ 8/20( 日 )「たべものの冒険～消化！そういうことか！」

　　　　　  30 日間 43,076 名（前年度　30 日間 54,257 名）

　　　　  1/5( 金 ) ～ 1/21( 日 )「光の迷宮　～輝く宝を手に入れろ～」

　　　　　  17 日間 21,517 名（前年度　18 日間 14,608 名）

　　　　  3/24( 土 ) ～ 4/8( 日 )「文具×科学～文具の中のサイエンス～」

　　　　　  16 日間 21,801 名（前年度　16 日間 27,176 名）

⒝　巡回展及び企画展

①ゴールデンウィークイベント

　【実績】5/3( 水・祝 ) ～ 5/7( 日 )「木と絵本のワンダーランド」

　　　　　  （共催：札幌芸術の森美術館）5 日間 8,149 名

　　　　  10/14( 土 ) ～ 10/29( 日 )、2/9( 土 ) ～ 3/18( 日 )

　　　　  「冬季オリンピック・パラリンピック札幌誘致に関するパネル展」

　　　　　  （共催：札幌市スポーツ局）46 日間 18,714 名

　　　　  10/14( 土 ) ～ 10/29( 日 )、2/9( 土 ) ～ 3/18( 日 )

　　　　  「冬季オリンピック・パラリンピック札幌誘致に関する展示物ラリー」

　　　　　  （共催：札幌市スポーツ局）46 日間 1,757 名
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⑷　天文関連事業
ア　プラネタリウム投影・解説

⒜　一般投影
　職員が、各回の観望者の年齢層にあわせた内容や話し方を工夫した生解説を行うなど、観望
者に分かりやすく星座や天文知識を紹介
　【実績】1,388 回 97,822 名（前年度　1,482 回 120,549 名）

⒝　学習投影
　小中学校を対象に、理科授業の一環として、学習指導要領及び各学校の教育課程を踏まえ、
天体の動きなどを学習するプラネタリウム投影の実施
　【実績】271 校 143 回 19,394 名（前年度　269 校 132 回 19,126 名）

イ　プラネタリウム特別投影
⒜　特別投影

　通常のプログラムとは趣向を変え、旬の話題や現象について深く掘り下げ、天文に興味のあ
る人にさらに深く、広く考えてもらえるような専門性の高い投影を実施
　【実績】7 回 1,023 名（前年度　9 回 1,423 名）

⒝　イブニングプラネタリウム
　通常の開館時間中に来館できない人に観覧機会を提供するため、週末の夜間に一般投影を実施
　【実績】7 回 475 名（前年度　24 回 3,000 名）

⒞　字幕付きプラネタリウム
　耳の不自由な人のために、字幕付きの投影を実施
　【実績】4 回 242 名（前年度　4 回 197 名）

ウ　天体観望事業
⒜　天体観望会

①科学館観望会
　主に夜間のプラネタリウム上映に合わせ、科学館駐車場において移動天文車などを使った
観望会を行った。
　【実績】8 回 575 名　※ 12 回中 4 回中止（前年度 8 回 348 名　※ 11 回中 3 回中止）

⒝　札幌市天文台公開
　天文に関する興味・関心を高めるため、中島公園内にある札幌市天文台を公開し、日中は太陽
を中心に、夜は季節の星座を中心に観望会を実施
　【実績】午前 305 回 6,939 名、午後 259 回 7,155 名、夜間 61 回 3,620 名
　　　　  （前年度　午前 304 回 8,867 名、午後 259 回 7,201 名、夜間 77 回 2,670 名）
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3　科学館で実施したアンケート結果（2017冬特アンケート調査）

4　保護者の来館割合（平成 26年度「科学館を活用した利教育推進の　
　　在り方検討調査」）
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5　保護者の来館目的（平成 26年度「科学館を活用した利教育推進の
　　在り方検討調査」）

　「子供の付き添い」が 76.8％と最も多く、次いで「家族サービス・レジャー」での利用が 22.5％
であり、この２項目で 99.3％を占める

6　保護者が科学館に求める施設やサービス
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1　現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力（幼稚園、小学校、
　　中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必
　　要な方策等について（平成 28年 12月 21日答申））

2　小・中学校の教育内容の主な改善事項（学習指導要領の全部を改正する
　　告示等の公示について 28文科初第 1828号（平成 29年３月 31日））

国の動向

我が国が、科学技術・学術研究の先進国として、将来にわたり存在感を発揮するとともに成
果を広く共有していくためには、子供たちが、卓越した研究や技術革新、技術経営などの新
たな価値の創造を担うキャリアに関心を持つことができるよう、理数科目等に関する学習へ
の関心を高め、裾野を広げていくことも重要である。（一部抜粋）

 ・理数教育の充実については、前回改訂において、２～３割程度授業時数を増加し充実させ
た内容を今回も維持した上で、日常生活等から問題を見いだす活動や見通しをもった観察・
実験などを充実させたこと

 ・必要なデータを収集・分析し、その傾向を踏まえて課題を解決するための統計教育や自然
災害に関する内容を充実させたこと
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　1　意見募集結果の概要

⑴　募集期間
　平成 30 年（2018 年）10 月９日（火）から 11 月８日（木）【30 日間】

⑵　意見提出方法
郵送、持参、ＦＡＸ、Ｅメール、ホームページ上の意見入力フォーム

⑶　資料の配布場所
教育委員会生涯学習部生涯学習推進課、市役所本庁舎（２階市政刊行物コーナー）、各区役所（市
民部総務企画課広聴係）、札幌市青少年科学館、生涯学習センター（ちえりあ）、中央図書館、え
ほん図書館、各区図書館、博物館活動センター、下水道科学館、豊平川さけ科学館

　2　意見の内訳

⑴　意見提出者数・意見件数
　33 人・56 件

⑵　年代別内訳

⑶　提出方法別内訳

⑷　意見内訳

※第４章の構成比の内訳については、小数点以下第２位で四捨五入したため、第４章の合計と一致しない。

パブリックコメント手続き
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　3　意見に基づく当初案からの変更点

市民の皆さまからいただいたご意見をもとに、当初案から１項目を変更しました。
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　4　意見の概要とそれに対する札幌市教育委員会の考え方

いただいたご意見については、一部要約、分割して掲載しています。

○全体を通して

○第１章　札幌市青少年科学館活用基本構想策定の趣旨
　　　　　特になし

○第２章　青少年科学館の現状と課題
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○第３章　青少年科学館の活用の方針～科学館の今後の在り方について～
　　　　　意見に基づく当初案からの変更点の１箇所のみ

○第４章　事業別の施策の方向性～更新等に当たっての基本的な考え方
　１　展示事業
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　２　科学普及啓発事業

　３　天文普及事業

　４　学校教育連携事業
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○第５章　巻末資料

○その他の意見


